
玄 男
孫

穣 櫂 櫂
中 中 中
納 納 納
言 言 言

徒 徒 従

位 位 位

源

治 網 光

保 條 囲

奪
之
三
十
三

本
紀
第
二
十
三

朱

雀

天

皇

だ
鍾
天
皇
、
諸
は
鐵
魏
鈍
醍
難
帝
の
第
十
一子
な
う
。
蟻跡犠麟
報犠燿魏経漱罐「約曜貯発雑罐繭子のヽ
構上の構醸購案舞輛動

諄舗卸̈
雛
眸震墾射蘇罐難智議数苛衰
鍬なケ
．鰐
鍵錦栽
鵡
鮮
警
雌
鶴
学
母
は
皇
后
藤
原
氏
。延
長
元
年
七
月
二
十
四
日
丙
寅
、

べ
興
が
大
臣
藤
療
忠
李
の
五
篠
第
に
生
れ
た
曖
ふ
。
綴、統議ぼ
一。講〉』はど麟瞥醜わ峨漱
に昨気
鯰
攣
群
蒙肺経臨製
縣
露
』

十

一
月
、
親
玉
と
篤
う
、
却
禁
難
辮
■
二
年
十
月
、
立
ち
て
皇
太
子
と
篤
夕
た
ま
ふ
。

翔
舞
続
謡
。．
八
年
二
月
、
始
め
て
書

を
讀
む
。
が
続
難
謡
％
九
燿
二
十
二
菫
垂
午
、
皇
太
子
、
濯
ど
就
懇
麟
に
受
け
た
曖
ふ
。
騨
鉢
朧
隷
訃
観
沙
左
大
臣
策
左
近
衛

大
群
藤
原
患
不
を
以
て
凝
数
と
篤
す
。
鹸
鉤
輝
軒
』
嚇
右
大
臣
彙
右
近
衛
大
幕
藤
原
麟
ぷ
ヽ
数
の
如
し
。
縦
観
鏑
雛
％
醍
醐

帝
を
尊
び
て
大
上
天
皇
と
日
ふ
。
“
事
恭
ぶ
″
卿
潮
諷
¨
二
十
六
日
丙
成
、一鱚
景
麗
に
朝
し
て
上
皇
の
疾
を
購
私
た
ま
ふ
。
相

権
。
二
十
九
日
己
丑
、
天
下
に
対
赦
す
。
議
嚇
魏
輔
い
軸
螂
群
摯
鶴
皇
弟
鐵
嘘
け
以
て
親
王
と
篤
す
。
報
慾
購
謡
。．
是
の
日
、
止

皇
鱗
じ
た
ま
ふ
。
各
十
月
十
日
慶
子
、
醍
醐
天
皇
を
葬
る
。
十

一
月
五
灘
、
甲
子
、中
六
篠
院
入
く
。
二
十

一
日
庚
辰
、

議
議
大
腱
本
糞
　
鰺
意
二
十
二
　
本
和
第
二
十
三
」
」

咄
寄
詰
吉
胴
０
味
繭
蒲
映
ざ
汁
耐
期
§
（
ヽ
ｏ
咄
苓
詰
峠
柵
０
騨
畔
り
が
■
ド
亀
′
赫
蝉

・
ヨ
前
柵
境
（
操
ぷ
τ
紡
ゆ
湧
゛
ヾ
熙
ヽ
ｏ
回
け
回
ゆ
図
珊
器

重

校 校 修

一　
宣
躍
殴
　
大
内
裡
の
一
般
、
麗

景
殿
の
北
に
あ
る
。
女
御
或
は
親

三
の
御
座
所
と
篇
り
、
節
會
に
関

自
盆
置
置
に
充
つ
る

こ
と
も

あ

る
、、
（
一
ノ
四
二
九
参
照
）

一一　
麗
景
殿
　
宣
罐
殿
に
隣
り
、
御

難
壼
者
の
資
格
前
と
同
じ
。

「朱雀天皇」(訳註大日本史 第 2巻、徳川光囲撰、国立国会図書館)



課
講
大
日
本
奥
　
参
之
三
十
三
　
本
紀
第
二
十
三

天
皇
位
に
大
極
殿
に
部
き
た
ま
ふ
。
時
に
年
八
歳
。

郷
難
卿
謡
」

十
二
月
九
日
、
成
成
、
電
機
天
皇
の
調
急
を
議
し
て
、

醍
醐
天
皇
の
熙
忌
を
置
く
。
雌
跡
紀
十
七
日
丙
午
、
撮
政
忠
李
左
近
衛
大
路
を
罷
め
、
若
大
臣
策
若
近
衛
大
基
藤
原
定
方

左
近
衛
大
落
に
轄
じ
、
大
納
言
藤
原
燃
毬
若
近
衛
大
驚
を
策
稔
。
船
『
補

承
不
元
年
十
卵
、
春
正
月
庚
中
朔
、
謡
』
ど
以
て
朝
を
醜
ず
。
輝
酪
鍬
躊
．
諸
の
節
含
を
停
む
。
鄭
幣
魏
誹
ｏ，
十
二
日
辛

未
、
地
震
ス
。
額
躊
公
二
十
八
日
丁
亥
、
雷
な
る
。
調
。本
餓
麟
公．
講
犠
略
二
月
八
日
丙
中
、
京
師
盗
多
き
を
以
て
、
近
徹
。衛

門

‘
検
非
違
使
狂
命
じ
て
、
毎
夜
巡
捕
せ
し
む
。
十
三
日
辛
■
、雹
を
雨
ら
し
、
風
雷
あ
う
。
誹
犠
略
ぽ
暉
畿
曖
瞬
解
腱

震
す
。
購
議
鵜
證
。．
十
八
日
丙
午
、
大
極
般
に
鷺
の
怪
あ
る
と
以
て
、
七
寺
に
誦
紅
せ
し
む
。
議
躊
公
二
月
二
日
庚
中
、

地
震
ふ
。
知
酪
恥
餅
午．織
購
躊
Ｆ
．議
精
喘
¨
紳
滋
げ
』
十一げ
読
翡
雄
球
時
率
酢
諄
り、椰
げ
較
ピ
証
壕
％
維
二
十
四
饉
壬
午
、
伊
勢
以
下
六
就

に
奉
幣
し
て
印
位
を
告
げ
た
哉
ス
。

昨
繁
紀

夏
四
月
十
七
日
乙
巳
、
使
を
宇
佐
官
に
遣
は
す
。

譲
・本
飾
鱒
公．
譲
躊

二
十
六

爾
甲
寅
、
改
元
。
訓
，本
難
鄭
公．
議
犠
略
閏
二
月
三
日
庚
寅
、
地
震
ふ
。

印
繁
紀

七
日
甲
午
、
森
雨
を
卜
す
。

舞
曝
鄭
健
公”
誂
摯

十

一
日
成
成
、
常
李
所
の
穀
を
燿
す
。
二
十
七
日
甲
寅
、
信
を
弘
徽
般
に
召
し
て
讀
経
せ
し
め
、
大
般
若
経
を
諸
寺
に

襲
議
せ
し
む
。
期
鰤
魏
聯
．
六
月
四
日
庚
申
、
虹
有
う
、承
明
門
に
見
は
れ
、
謳
一
醜
鵬
公．識
犠
略
二
十
三
自
己
卵
、
叉
承
胡
澤
・

太
政
官
態
に
見
は
る
。
印
琳
諭
叫
肝
難
緑
隅
嗅
ぽ
“
鎖

二
十
八
日
甲
中
、
帖
が
一ｃ祥
ぽ
人
馬
の
林
布
ウ
、
鬼
物
膏
僣
藤
に
見
は

る
。
購
幹
躇
秋
七
月
二
日
丁
亥
、
法
皇
不
豫
。
議
罐
公
三
日
戊
子
、
肇
の
大
宰
府
の
警
国
所
に
籍
ぼ
る
こ
と
を
占
事
。
五

日
庚
寅
、
法
皇
疾
を
以
て
、
講
記
憂
七
寺
に
修
せ
し
む
。
印
ォ
紀
七
日
壬
辰
、
月
説
を
犯
す
。
融
躊
公
十
九
日
甲
辰
、
法

皇
崩
じ
た
政
ス
。

譲
・本難
謡
公．
講
躁
略
九
月
五
日
己
丑
、
宇
多
天
皇
を
葬
る
。
購
嚇
離
叫
¨
∞
戦
炉
』
年
講
機
料
編
辞
臥
務
纏
膳
許
ぽ
ひ

闘
れ
臨
健
Ｆ
蹴
九
日
癸
巳
、
醍
醐
天
皇
の
忌
月
な
る
を
以
て
、ち
宮
ぽ
解
群
が
す
。

畑
麟
醜
叫
絣
解
神
師
僻
休
調
町
る
各
十

一
月
甲

申
に
、
轟
之
を
食
す
る
あ
う
。
朝
・本競
融
公．誹
『
行
二
十
八
日
辛
亥
、
醍
醐
皇
后
を
年
び
て
皇
太
后
と
篤
し
た
ま
ふ
。
議
嚇
・

献鮮確
ず。主一一瑚
誦
賀
耀
醸
秘
割
是
の
月
、
遣
苺
褻
以
て
だ
課
ど
ぼ
む
。
隷
躊公
十
二
月
十
日
癸
亥
、
天
下
に
鶴
継
し
て
、

農
桑
ど
僣
机
♂
，
有
ぽ
慨
覇
互
夢
開
せ
し
ｕ
。
融
写
要
二
十
五
穏
戊
寅
、始
め
て
紫
寝
殿
に
御
し
て
朝
を
説
た
竣
ム
。
雅

，
一　
脩
明
門
　
大
内
裡
外
扶
桑
郷
謳

の
一
、
建
藤
門
の
西
端
に
ぁ
る
。

霧
　
陣
座
　
紫
震
段
の
機
、
月
花
門

と
並
ん
で
あ
る
。
節
書
の
と
き
、

営
官
の
公
難
著
座
の
所
。

五
　
常
千
所

（
一
′
〓
一
二
、
頭

一

一
参
照
）

エハ
　
羅
　
う
り
よ
ね
と
訓
ず
。
貯

へ

た
る
米
を
嚢
し
出
す
こ
と
。
叉
資

り
出
す
こ
と
。

七
　
諷
議
　
（
一
ノ
四
五
〇
参
照
）

Λ
　
重
陽
節
　
九
薄
九
日
の
節
旬
、

此
の
自
、
主
上
南
殿
に
商
御
、
節

會
を
行
は
る
。

九
　
心
喪
　
心
の
中

で
要

に
臓
す

る
。
印
ち
祗
會
の
事
に
関
係
し
て

も
、
心
で
は
贅
制
を
守
つ
て
慎
み

居
る
こ
と
。

一
〇
　
不
堪
個
舞
　
人
口
の
割
合
よ

り
日
が
多
く
あ
つ
て
班
給
し
た
る

後
に
、
剰
田
と
篤
り
、
荒
蕪
し
た

田
を
云
ふ
。



Ｈと
篤
し
、
堀
子
肉
親
王
を
斎
院
と
籍
す
。
報姉
議攣
．顧
聯
峰畿
Ю筆
是
の
歳
、
竹
粧
る
。
縮瞥

警
な
親
王
を
卜〈遷
し
て
齊
壼

犠
爆鑑
譲。，皇

二
年
壬
辰
、
春
正
月
二
十
五
日
丁
未
、
地
震
ふ
。
離
林
驚

二
十
九
日
幸
亥
、
鹿
の
灘
魏
驚
に
一た
る
有
う
。
二
月
十
三

日
乙
未
、
諸
散
た
奉
幣
し
て
、
難
織
を
薩
ふ
。
議
犠
略

二
十

一
日
癸
卵
、
地
震
ふ
。
夏
置
月
癸
丑
、
朔
地
震
ふ
。
制
『
編

十
二
日
甲
子
、
使
を
京
中
に
遺
は
し
て
、
病
民
を
賑
給
せ
し
む
。
十
三
日
乙
丑
、
諸
蔵
に
奉
幣
し
て
、
疾
疫
を
藤
ス
。

謙
鎌
公
二
月
垂
午
朔
、
日
之
を
食
す
る
有
う
。
籟
。信訟
麹
』
譲
％
詭

二
十
五
日
丙
年
、
キ
の
官
悪
に
入
う
し
乙
と
を
卜
す
。

鼠
官
印
の
色
と
り
む
。
六
月
二
日
甲
寅
、
独
有
う
、
侍
径
騰
の
紺
討
度
に
ガ
る
。
議
喚
略
十
六
日
丁
卯
、
雨
を
所
る
。
融

訟
“
二
十
六
日
丁
曇
、
地
震
ム
．
秋
七
月
十
九
日
己
亥
、
詔
し
て
、
服
御
常
膳
の
四
分
の
一
を
減
ず
。
蜘
跡
紀
八
月
四
日

癸
丑
、
右
大
臣
乗
左
近
衛
大
幣
藤
原
定
方
莞
ず
。
は
抑
難
難
祭
調
跡
琥
十
三
日
壬
成
、
虹
臨
義
離
が
ず
聴
に
見
は
る
。
鐵
議
ｏ

二
十
五
日
甲
成
、
黙
鍵
館
が
駐
鼈
飢
故
な
く
し
て
倒
る
。
議
矮
略

己
卵
晦
、
大
統
言
禁
右
近
衛
大
将
藤
原
伸
不
左
近
衛

大
落
に
轄
じ
、
大
納
鵞
藤
原
ぶ
鮮
右
近
衛
大
寿
を
驚
織
。
い
知
補

九
月
二
日
壬
午
、
秘
♂
以
て
篠
懸
憂
停
む
。
融
塑
聟
″

二
十
日
己
た
し
響
麟
対
亀
翼
難
紳
王
莞
ず
。
議備鉛締経詳鐵櫻
二
十
二
書
幸
墨
、
大
醍
贄
使
を
機
す
。
籟稽総輛
各ヽ
十
月

二
十
五
日
癸
酢
、
従
藤
。
鎖
一信鋒鶏諄
輔然導
ぜ
豫
簿
級
凛
。十
一月
十
三
躍
幸
卵
、
大
嘗
。
籟鎌麟議
一燿鉢漿辞
ξ
盤
覗籍̈
献

磯
紅計離輔漿躊
十
二
月
十
九
日
丙
寅
、
詔
し
て
再
び
服
御
常
膳
の
四
分
の
一を
減
ず
。
曲率紀

二
年
癸
邑
、
春
正
月
成
寅
朔
、
朝
賀
を
停
む
。
動
跡
紀

二
十
三
日
庚
子
、
京
師
盗
多
さ
を
以
て
、
諸
術
に
敷
し
て
番

を
結
び
、
夜
ご
と
に
巡
察
せ
し
む
。
撫
難
囃
誹
％
二
月
十
三
颯
己
未
、
大
納
言
藤
原
伸
不
を
以
て
右
大
臣
と
篤
す
。
轍
跡
紀

懸
鞠
補

十
六
日
壬
晨
、
未
雀
院
に
御
し
て
、　
侍
臣
の
歩
射
を
試
み
た
曖
ふ
。
琉
熱
畿
爺
証
¶
け
夏
四
月
丁
未
朔
、
若
狭
響

孵
め
趣
足
な
る
を
献
ず
。
議
躁
略
之
を
舞
配
暉
に
放
つ
。
∞
裁
懇
総
瑞
歌
「

二
十
七
日
癸
酉
、
仁
王
奮
を
京
中
の
三
十

一
堂

及
び
天
下
議
爾
に
修
せ
し
む
。
幅
躊
経
六
薄
三
日
戊
幸
、
諸
陵
寮
火
く
。
相
薪
雛
群
・．
二
十
五
日
庚
午
、
だ
質
麟
郊
誓
域
相

雛
）
秋
七
月
十

一
日
乙
酉
、
是
よ
う
先
、
大
有
り
、
紫
震
般
の
臆
健
崎
毎
す
。
其
の
占
に
兵
革
お
う
と
。
是
の
日
東
海
・

蹂
護
大
ヨ
不
真
　
咎
之
二
十
三
　
本
紀
第
二
十
三

期
寄
耐
言
牌
０
礫
繭
蒲
餃
ざ
汁
耐
桐
Ｓ
（
）
。
珊
寄
詰
球
欄
⑮
騨
騨
境
針
ｑ
ざ
ｔ
ノ
肺
蝉

．
嗣
繭
柵
境
（
味
針
τ
飾
ゆ
境
Ｓ
ｓ
熙
）
。
□
け
回
ゆ
図
珊
捕

一
一　
卜
筵
　
卜
と
は
亀
の
撃
を
均

き
、
そ
の
縫
横
の
わ
れ
目
を
見
て

吉
凶
を
剣
断
す
。
印
ち
未
嫁
の
皇

女
を
卜
し
て
齋
宮
に
充
つ
。
若
Ｌ

卜
食
せ
ぎ
る
か
、
政
は
皇
女
な
き

時
は
世
次
に
よ
り
て
女
二
を
簡
び

て
卜
す
。

〓
一　
承
明
門
　
建
餞
門
内
の
廓
門

の
一
、紫
農
般
の
南
階
と
相
当
す
。

一
〓
一　
待
従
所
　
事
務
省
の
特
獲
の

居
る
所
、
侍
縫
局
の
こ
と
。

一
四
　
納
言
の
座
　
大
納
言
の
職
掌

を
令
に
定
め
た
る
項
に
、
侍
徒
献

替
を
掌
る
と
あ
る
は
中
務
師
も
同

一
で
あ
る
。
が
、
こ
れ
は
常
侍
官

の
侍
後
を
栽
ぬ
る
意
に
あ
ら
ず
。

た
，
少
納
言
は
職
制
と
し
て
二
人

と
も
に
侍
後
Λ
人
の
員
内
に
薦
す

、
　
そ
の
居
所
を
い
ふ
。

一
五
　
日
華
門
　
綺
裡
の
間
、
又
中

門
と
も
い
ふ
、
意
握
衛
障
と
も
読

す
。

一
六
　
御
燈
　
公
事
根
源
に
は
、
天

争
北
斗

（
七
星
の
一
）
に
燈
明
を

奉
る
儀
。　
一
諭
に
は
北
斗
は
誤
に

て
北
辰
な
り
と
い
ふ
。

一
七
　
太
守
　
魏
二
の
露
司
に
任
ず

る
を
大
守
と
い
ふ
．
英
の
任
図
を

上
纏
、常
睦
、上
野
の
〓
熙
と
す
。

太
守
は
国
に
下
ら
ず
。
介
が
贅
際

の
政
務
に
言
つ
て
ゐ
た
。

一
八
　
大
鯖
費
使
　
一一
下
年
に
一
度

大
紳
宮
に
紳
賣
を
華
る
そ
の
使
歳

を
い
ふ
。

一
九
　
八
十
島
寧
　
天
轟
卸
位
の
後

に
生
島
足
島
紳
を
祭
り
、
併
せ
て

佳
書
、
大
依
羅
海
、
無
水
、
佳
道

の
藤
十
四
廃
を
祭
る
。

二
〇
　
版
位
　
西
書
の
位
ス
を
驚
む

る
板
札
。
（
一
ノ
四
閣
六
参
照
）



Ｆ藤
鰺
餃
は
三
二
一一隆
餃
晰
睫
は
筆
〓
爆
晰
辣
磯
〓庫
一一鷺
雉
鰈
晰
颯
遷

詳
議
大
日
本
史
　
巻
之
二
十
三
　
本
経
第
二
十
二

い
の

出
場
の
二
道
及
び
丹
波

・
大
宰
府
に
官
符
し
て
、
神
蔵
に
纏
ぅ
、
兵
備
を
警
む
。
十
三
日
丁
亥
、
難
風
、
屋
を
豪
く
。

共
の
占
に
、
西
北

ｏ
西
南
に
兵
起
る
と
。
叉
曲
陰

・
山
陽

・
太
宰
府
に
符
す
。
議
％
「
是
の
燿
紫
震
殿
、
数
ζ
怪
有
る
と

歓
桑
略

以
て
ヽ
穣
馨
憂
鏡
謬
麟
に
観
た
政
ふ
。
譲
℃

各
十
二
月
、
南
海
道
海
跛
馳
る
。
十
七
日
己
未
、
警
回
使
を
諸
国
に
遣
は

一

す
。
議
筆略
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一

四
年
甲
午
、
春
正
月
十
五
日
丙
戌
、
天
に
難
あ
夕
、
雷
の
如
し
。
二
月
五
猥
乙
亥
、
島
管
醒
の
梁
上
に
野
く
ム
。
三

月
十

一
日
辛
亥
、
曲
城
難
雛
を
献
ず
。

一
豪
二
身
に
し
て
、
国
足
二
尾
あ
ぅ
。

一瀞
繰
略

二
十
六
日
丙
寅
、
皇
太
后
の
霊

十
算
を
常
襲
藤
に
賀
し
た
ま
ふ
。
鶏
淋
轍
誹
。．
夏
四
月
二
十
三
日
壬
反
、
諸
祗
に
奉
幣
し
て
、
海
賊
を
手
げ
ん
こ
と
を
所

る
。
議
犠
略
五
月
庚
子
朔
、
左
京
職
に
宣
し
て
曰
く
、

生
民
ノ
要
業

が
、
織
維
フ
耗
卜
篤

メ
。
家
，
給
，
人
，
足
″
′、
、
誠

二
此
ノ
道

二
憑
／
。
而

ン
テ
、
近
代
ノ
民
俗
、

裁
桑
フ
勤
メ
ズ
、
養
懲
己

二
乏
ン
ク
、
坐
ナ
ガ
ラ
書
寒
フ
受
ク
。
播
殖
ノ
状
、
諸
國

二
下
知

深
、テ
、
宜

ン
ク
京
内

二
命
ジ
、
同
ジ
ク
樹
フ
種

ェ
シ
ム
ベ
ン
。
”
須
ラ
憂
毎
條
牒
示

ヌ
ベ
ク
、策
ネ
テ
保
長

〓‘ゲ

ジ
テ
ヽ
所
部
フ
卒
麟

ｙ
、

事
慇
プ
致
サ
シ
ム
ベ
ン
。
官
人
巡
機

シ
テ
、
舞
が

課
フ
加

へ
、
使
ヲ
造

´
ン
テ
責
フ
ァ
弊
ヵ
ニ
シ
ヽ
若

シ
ぽ
ぽ
ア
ラ

バ
、
保
長
フ
科
責

れ
ｔ

衆
ネ
テ
職
夷
フ
罪
セ
ョ
。

は
繁
要
九
日
戊
申
、
使
を
違
は
し
て
曲
陽

。
南
海
二
道
の
議
祗
に
泰
警
し
て
、
賊
を
手
げ
ん
と
と
を
所
る
。
郷
嚇
囃
講
ｉ

一

十
七
日
丙
寅
、
虹
ぁ
ぅ
紫
震
殿
の
東
南
に
見
は
る
。
解
跡
紀
秋
七
月
二
十
六
ｌｉｌ
甲
子
、
黙
縣
ポ
ぽ
原
郡
ガ
を
澄
は
し
て
、

海
賊
を
通
徹
せ
し
む
。

議
躁
略

九
月
戊
戌
朔
、
日
之
を
食
す
る
あ
う
。
各
十
月
十
九
日
丙
戌
、
地
震
ふ
。
是
の
日
、
東

大
寺
の
画
囃
に
震
し
て
災
あ
う
。
獅
林
輌
謡
■

一十
二
日
己
丑
、
追
捕
海
賊
使
を
定
む
。
印
跡
紀

五
年
乙
未
、
春
正
月
二
十
八
日
癸
亥
、
地
震
ふ
。
二
月
八
日
癸
酉
、舞
官
藤
に
島
巣
く
ひ
、
虹
見
は
れ
し
を
占
す
。
十

九
日
甲
率
、
地
震
ひ
、
二
十
日
乙
酉
、
又
震
ふ
。
議
喚
Ｊ
二
月
乙
未
朔
、
日
之
を
食
す
る
あ
う
。
細
淋
轍
議
％
六
日
庚
子
、

舞
暦
寺
の
糠
ぶ
鴫
盤
足
範
。
離
諄
難
叫
一
峨
醸
糾
鑑
ど
幾
嘲
駄
夏
四
月
四
日
成
辰
、
ぼ
鷹
。
七
日
辛
未
、
地
震
ふ
。
議
喚
略
十
五

一 一
―一二― 臨

一
一
一　
相
撲
を
凱
る
　
七
月
の
相
撲

饉
書
は
、
兵
部
機
に
議
欝
す
。
こ

れ
躾
築
に
供
す
る
の
み
種
非
ず
し

て
、武
力
を
鍍
錬
す
る
篤
で
ぁ
る
。

一
三
一　
悔
寧
麟
　
は
皇
后
中
宮
女
御

の
居
所
に
あ
ら
ず
、
後
宮
の
順
接

所
で
あ
る
。
中
宮
女
御
の
人
内
の

如
き
も
集
を
こ
、
に
入

る

、
な

り
ｏ
婦
人
の
官
中
に
出
入
す
る
は

ま
づ
こ
ゝ
に
入
る
中
央
の
廊
を
後

町
と
い
ふ
。
ェ
節
の
霧
嬢
の
試
演

を
も
こ
ゝ
に
行
ふ
。
伍
じ
此
麓
に

整
明
節
會
を
行
ふ
も

の
で
は
な

〓は　輔鰤　穐無離鑢
詳ｔ維ゲ

ニ
疵
下
鮮
解
難
が
　
一
條
毎
に
官
文

で
あ
る
。欄

二
五
三
参
照
）



譲
鰺
難
驚
一
一憲畿
購
難鮎
雛
難
〓驚〓舞一一一

颯
己
卵
、
地
大
に
震
ふ
。
購
跡
機
二
十
七
日
辛
卵
、
雨
を
諸
粒
に
所
る
。
議
躁
略
五
月
四
聞
丁
酉
、
百
館
を
し
て
大
般
若

紅
を
大
極
澱
に
護
政
し
む
る
こ
と
三
日
、
雨
を
所
る
。
知
舞
験
謡
」
九
日
壬
賞
、
東
大
寺
の
議
堂
ヒ
慶
す
。
識
犠
略
六
月
二

十
八
侶
辛
卵
、
諸
糧
に
奉
幣
し
て
、
海
賊
を
李
げ
ん
と
と
を
新
る
。
額
繁
紀

秋
九
月
癸
邑
朔
、
左
衛
門
府
の
官
届
盗
十

二
人
を
構
獲
す
。
整
の
月
、鳥
、霧
曜
鑓
”
欲
み
て
去
う
し
を
以
て
、
不
動
法
を
常
華
殿
に
修
す
る
こ
と
七
日
。
識
躁
略
各

十
月
七
覇
茂
藤
．、
規
な
鐵
桃
飾
鱗
譲
簸
。
是
の
蔵
、
下
機
の
人
不
疑
旺
常
陸
だ
が
フ磁
離
賀
稀
髪
．が
す
。
獅
離
謳
地
。
‐
」

六
年
蒸
藤
、
春
正
月
幸
卯
朔
、
雨
を
以
て
朝
を
軽
む
ｏ
二
月
五
日
甲
午
、
〉対
矧
潔
な
き
柴
院
に
修
し
て
、
海
賊
を
厭

射
瑳
、
十
二
日
辛
丑
、　
又
、
治
部
省
に
修
す
。
網
繁
紀
夏
六
月
、
従
四
位
下
鶴
慨
尽
を
以
て
伊
豫
守
と
篤
し
鶴
嬬
怒
薇

誉
路
海
賊
を
追
機
せ
し
む
。
腰
臨
小
野
臨
顔
等
衆
を
卒
ゐ
て
降
る
。
翔
熱
雌
誹
。．
秋
七
月
十
四
日
庚
子
、
大
納
書
策
右
近

衛
大
辮
藤
原
ぽ
鮮
亮
ず
。
畑
鮮
徹
叫
。．
八
月
十
五
日
幸
未
、
大
納
言
藤
原
鰯
儲
右
近
衛
大
寿
を
策
漁
。
船
『
補
霧
醒
．獲
転
配

ｔ
蓑
一
。
４
貞‐‐‐
砂
年
訓
町
十
九
日
乙
亥
、
左
大
臣
忠
李
を
以
て
大
政
大
臣
と
鳥
し
、
撮
致
は
奮
に
傷
る
。
翻
嚇
徹
鶴
。．
九
月

十
二
奮
戊
戌
、
側
干
女
王
を
卜
定
し
て
薔
官
と
篤
す
。
十
二
月
八
日
壬
辰
、
ｒ
村
結
を
ゴ
陳
麗
に
議
ぜ
し
む
。
輌
繁
紀
是

の
機
ヽ
競
鍾
協
浸
．延
暦
寺
に
造
る
。
摯
践
要

七
年
丁
画
、
春
正
月
二
日
乙
卯
、
日
之
を
食
す
る
あ
う
。
繭
諄荒躊
静願罐鼈或．論
機砂
き。ｔ琳
硫一カ曜
げ解
簑
一一師
和
球
ｆ

酔岬寿
睦薙け飲ｒ議獲冷
彙犠
漱琳Ｆ押威魏
林説
【ビ冷眸鉦
翻痛切棚犠脚Ｆ鰤
札酢ご
議なに畑％
効無磁鯖
凍デ嵯
し
一四
目
丁
澤〕、　天一重〓

元
級
を
紫
震
殿
に
加
ふ
。
畑
鉢
魏
謡
。，
五
日
戊
午
、
大
極
殿
に
御
し
て
義
資
を
受
け
た
ま
ふ
。
幅
増
鐙
舞
印
誹
鷺
官
ｋ
還
う
て

賜
賓
す
る
こ
と
差
あ
多
。
七
劇
庚
申
、
紫
震
股
に
御
し
た
哉
ふ
。
公
卿
表
し
て
元
服
を
賀
す
。
詔
し
て
人
ご
と
に
欝
を

賜
ふ
。
戦
跡
Ｆ

一十
二
日
乙
亥
、
右
大
臣
藤
原
仲
不
を
以
て
左
大
臣
と
鳥
し
、
大
納
言
藤
原
慨
嬉
を
右
大
臣
と
篤
す
。
相

腕
繊
鰤
松
二
月
甲
申
朔
、
太
宰
府
自
雉
と
献
ず
。
十
九
日
壬
寅
、
肥
）一
女
王
を
以
て
女
御
と
鳥
す
。
二
月
甲
寅
朔
、
雲
雹

を
雨
ら
す
。
難
鉢
紀
壬
午
晦
、
中
務
癖
留
嘘
鵬
王
売
ず
。
鞠
続
動
語
。．
秋
九
月
八
日
丁
霊
、
敷
す
ら
く
、

議
欄
官
人
ノ
使
フ
奉
ズ
／
モ
ノ
、
病
百
二
十
日
二
議
チ
ブ
、
意

二
任́
ｔ
テ
掩
留
シ
、
政
ナ
′
シ
フ
止
ラ
ザ
″
モ
ノ

講
議
大
日
本
奥
　
巻
之
三
十
三
　
本
紀
第
二
十
三

咄
寄
詰
再
臓
０
鰍
繭
蒲
餃
ざ
汁
満
桐
ヾ
（
■
。
珊
寄
論
球
柵
○
騨
部
沈
が
可
ざ
■
ノ
肺
難

・
割
前
柵
悦
（
鴨
針
τ
飾
０
う
ｙ
ｓ
熙
）
ｏ
回
日
回
０
国
珊
論

三
（）

織
時
畿
　
時
刻
を
刻
み
た
る

竹
片
単
ち
箭
．

一二
一　
菊
花
宴
　
朝
廷
に
て
毎
年
十

澤
五
爾
磯
菊
宴
と
て
十
月
五
酎
に

行
は
れ
、
華
臣
議
を
作
り
、
酒
を

錫
ふ
。
本
文
七
翔
と
す
れ
ど
椰
じ

事
な
る
べ
し
。

〓
〓
一　
千
諄
間
　
種
武
天
墓
の
墓
子

墓
原
親
工
の
玄
孫
、
鎮
守
府
警
軍

良
婚
の
予
、下
総
豊
闘
郷
に
憲
り
、

関
東
を
優
略
し
て
偏
宮
を
岩
井
郷

れ蠅『しが、天慶三年漱せら

〓
喜
一　
千
國
香
　
機
武
天
皇
の
書
孫

高
聖
王
の
子
、
営
睦
の
大
嫁
と
な

り
、
翻
府
卸
ち
今
の
石
岡
町
に
霜

り
、
瞥
陸
図
を
絡
管
せ
し
が
、
簸

縛
間
の
篤
に
殺
さ
る
。

三
四

大
発
法

大
元

灘
法

と
書

く
っ
印
ち
だ
い
げ
ん
の
は
ふ
と
設

む
。
二
月
八
日
よ
り
七
日
間
治
部

省
に
て
、
大
元
帥
明
〓
を
本
奪
と

し
て
行
ふ
大
法
奮
を
い
ふ
。
本
薫

は
四
百
八
彎
の
な
怒
奪
に
し
て
、

常
に
は
息
災
に
修
し
、
餓
世
に
は

銀
敵
の
調
伏
に
修
す
。
彙
言
察
に

て
専
ら
行
ふ
も
の
で
あ
る
。

三
五
　
厭
除
　
は
ら
ひ
の
で
く
。
醸

機
に
譲
な
り
と
あ
る
。

一三
ハ
　
軒
廊
　
鎮
篤
酸
の
構
晦
と
陣

座
の
間
に
あ
る
康
）
卸
ち
お
魏
の

日
華
門

一
左
近
衛
陣
）
を
通
通
し

て
軒
廊
に
入
る
。

三
七
　
延
命
院
　
比
叡
山
の
繹
迦
堂

は
叉
法
華
延
命
賓
痙
院
と
い
ふ
。

画
塔
の
本
堂
と
も
い
ル
．

三
八
　
賜
資
　
ｏめ
た
へ
た
ま
ふ
・

|



諄
誰
大
日
本
た
　
な
之
二
十
三
　
本
紀
第
二
十
三

が
、
恒
典

二
準
ジ
テ
官
フ
解
ケ
。
但
、
親
ノ
病
卜
栴
ス
／
モ
′
か
、
賓
ヲ
捜
リ
テ
量
り
免
ゼ
ヨ
。

は
与
４

是
の
月
渫
紅
色
の
禁
を
申
巌
す
。
各
十
月
十
八
日
丁
酉
、
難
の
大
極
殿
の
錯
逐
．唖
集
れ
る
こ
と
を
占
す
。

十

一

「
ギ
け綱牛蝿
式
％
ユ
彎
罫
馨
オ導
珀
鈍
舞
ゴ
輯
翁識
露
鰺
苧

離
で
胤
、ポ
明
幾
れ
ヽ
陸
死
す
る
も
の
四
人
、
嚇
鉢
紀
之
を
占
す
。
相
孵
離
誹
。．
先
の
月
を
話
ふ
る
政
で
、
地
日
．
に
震
ふ
。
相

轍
υ
五
月
二
日
戊
中
、
天
皇
不
豫
。
』
漆
紀
五
日
辛
亥
、
蹴
銭
策
を
停
む
。
譲
官
右
大
臣
索
右
近
衛
大
落
藤
原
観
傷
莞
ず
。

議
事
醜
麟
群
餓
躁
略
一
一ｉ

百

茂
辰
、
啓

九
。
講
跡
鑢
鱗
亀
俎
面聾
軒

謹

晏

藍

許

彙
酢
強
鶴
一一十
一ハ
ロ
壬
中
、
大
雨
。
河
浴
れ
、

地
震
び
、
六
月
三
轟
戊
賞
、
又
大
に
震
ひ
、
二
十
日
乙
未
、
又
震
ひ
、観
江
激
れ
、
民
屋
多
く
壊
る
。

卿
跡
紀

二
十
三
覇

戊
戊
、
中
納
言
藤
原
寃
鵜
右
近
衛
大
警
を
乗
資
。
酸
酬
誦
犠
．
秋
七
月
二
日
戊
中
、
紳
荘
備
寺
を
し
て
低
露
緯
霙
琵
ま
し

め
、
地
震
を
議
ふ
。
誘
寵
露
二
十
七
日
壬
申
、
幣

・
走
馬
を
諸
祗
に
奉
う
て
雨
を
所
る
。
細
跡
紀
八
月
三
日
丁
丑
、
地
大

に
震
ひ
、
六
日
庚
辰
、
叉
大
に
震
ス
。
制
蝶
蘇
証

一
各
十
月
九
日
壬
午
、
宇
佐
に
奉
幣
し
て
、
地
震
を
緩
ス
。
二
十

一

日
甲
午
、
地
数
‐
震
ひ
、
開
跡
紀
十

一
月
十
二
日
乙
卯
、
ス
震
ふ
。
“
嘱
錮
甕
諄
聾
瀧
宝
十
二
月
六
日
己
卵
、
大
彗
。
深
さ
丈

許
。
蜘
繁
紀

二
年
己
亥
、
春
二
月
二
日
甲
晨
、
泰
日
紳
殿
に
葬
ぁ
り
、鼓
の
如
く
、
叉
鳴
鋪
の
数
あ
う
。
二
月
四
警
丙
午
、
祭
主
に

命
じ
て
坂
束
の
兵
革
を
一湛
は
じ
め
、　
大
府
の
宿
衛
を
申
巌
に
す
。

是
の
月
、
太
宰
府
高
麗
の
使
者
を
却
還
す
。
夏
四

月
十
七
日
茂
子
、
出
効
言
す

『
孵
配
鶴
を
ぽ
す
」
と
。
二
十
九
日
庚
子
、
盗
を
熱
む
。
幅
繁
紀

五
月
十
五
日
丙
辰
、
諸

祗
に
奉
幣
し
て
兵
革
を
藤
ふ
。
鋼
掛
臨
誹
。．
十
九
日
庚
申
、
十
五
大
寺
及
び
諸
祗
を
し
て
坂
束
の
兵
革
を
藤
は
じ
む
。
六

月
二
日
壬
申
、
ぉ
ゲ

ｏ
ず
庁
酔
に
奉
瞥
し
て
、
雨
を
所
る
。
議
『
日
四
目
甲
戌
、星
書
見
は
る
。
相
誹
航
誹
。．
十
二
日
壬
午
、

諸
祗
に
奉
幣
し
て
雨
を
新
る
。
誹
常
目
十
五
日
乙
酉
、
虹
あ
り
、
一一十
講
屍
た
見
は
る
。
蜘
跡
紀
二
十
日
庚
寅
、
大
極
殿
に

讃
紅
せ
し
め
、
以
て
雨
を
所
る
。
酔
議
翻
『
．
秋
七
月
八
日
丁
未
ヽ
早
を
卜
す
。
九
日
戊
申
、十

一
祗
に
奉
警
し
て
、雨
を

資
料
鍼

鰻

祓

翔

１

一〓

‥

豪

飩
軋

緻

饂

眈

輔

魏

郭

難

」一雉

骰

隋

燒

暑

簸

漑

核

録

欝

諄

四
熙 一

一狂
〓
謝
畿
難
難
狩
二
一な
狂

三
九
　
疇
尾

議
練

の
爾
端
朦
風

（
は
ふ
）
の
上
の
大
瓦
に
て
　
富
毅

等
の
大
糠
の
端
に
取
り
附
け
た
ろ

飾
物
。
そ
の
形
靴
を
立
て
た
ろ
如

きヽ
をヽ
以ヽ
て
、
く
つ
が
た
、又
し
び
、

と
び
の
を
と
も
い
ふ
。
発
尾
、
菫

尾
、
鴎
吻
等
の
文
字
を
篤
ふ
パ

一

ノ
〓
九
八
参
照
）

四
〇
　
内
鷺
司
　
天
裏
の
御
騰
を
総

管
し
、
進
寅
を
先
づ
讐
む
る
こ
と

を
掌
る
。
宮
内
省
の
緩
富
。

仁
王
鑓
　
（
一
ノ
一
一
七
参

四
二
　
鳴
鏑
　
鏑
矢

（
か
ぶ
い
や
）、

鏃
の
一
種
、
本
に
て
麟
く
長
く
脹

ら
め
て
作
り
、中
を
基
に
し
、一二
孔

を
穿
ち
、
籐
投
を
添
へ
で
作
る
。

射
れ
ば
案
氣
を
通
じ
て
響
く
。
其

形
蕪
に
似
た
る
故
に
名
づ
く
。

醸
一一一　
坂
束
の
兵
革
　
特
門
等
の
兵

乱
。



糠
る
。
課
守
日
十
二
日
辛
亥
、．
仁
王
紅
を
十
二
大
寺

む
延
暦
寺
に
讃
ま
し
む
る
こ
と
三
日
。
舞
鴇
十
五
日
甲
寅
、
奪
梅
疑

を
延
暦
寺
ヒ
修
せ
し
む
る
こ
と
五
日
。
雨
を
所
る
。
織
醸
鋤
『
．
八
月
十

一
日
己
酉
、
尾
張
言
す
「
陶
鰐
黙
理
を
射
殺
す
』

と
。
馴
の本
娩
麟
げ
℃
共
是
の
月
天
皇
不
豫
。
二
十
五
日
癸
亥
、
法
を
諸
寺
に
修
せ
ｔ
む
る
こ
と
五
日
。
天
皇
の
病
を
薦
る
。

二
十
八
日
丙
寅
、
地
震
ス
。

議
『
日
九
月
三
日
庚
午
、
“
絲
略
紅
げ
輌
許
な
講
錦
¨
Ｆ
蒸
師
の
標
響
に
、
本
を
が
み
て
神
と
篤

し
、
見
童
群
う
衆
う
、
健
梅
現
慇
す
。
議
跳
略
各
十
月
十
日
丁
未
、
地
震
ひ
、
十
五
日
壬
子
、
十
八
日
乙
卵
、
叉
震
ふ
。

誹
『
曰
二
十
三
目
庚
申
、
信
六
十
人
を
感
疑
て
、皇
太
后
の
病
を
疇
る
。
鼎
繁
紀
十

一
月
十
四
目
辛
巳
、
天
皇
始
め
て
史
記

を
讃
む
。
躯
諮
蹴
誹
。．
十
五
日
壬
午
、
幣

・
紳
質

・
走
馬
を
な
漱
だ
以
下
八
難
に
奉
う
て
、
承
李
七
年
皇
太
后
の
病
を
薦

る
に
養
す
。
跡
翻
切
続
ぽ
綺
翔
癖
恥
耕
な
観
察
が
群
藤
榊
教
％
走
二
十

一
日
茂
子
、
平
路
間
反
し
て
、
縁
瞬
誹
『
．
常
陸
介
藤
原
紙
綿

を
執
ふ
。
武
蔵
灌
守
難
幌
い
が
に
應
ず
。
議
「

十
二
月
十

一
日
丁
未
、
格
門
下
野
を
隆
れ
、
十
五
日
辛
亥
、
上
野
を
陥

る
。
是
の
月
武
蔵

苺
相
模
を
略
し
、
回
守
れ
餌
げ
、
税
鑽
獅
鱗
ひ
ヽ
際
睡
誹
『
．
途
に
自
ら
新́
皇
と
競
し
、
議
墾
都
を
Ｌ
「

て
百
官
を
置
く
。
織
陸
謳
驚
．
是
よ
う
先
、前
伊
豫
隊
藤
原
臨
バ
減
が
賊
を
招
集
し
、
南
海
・山
陽
二
道
を
拡
槻
び
し
が
ヽ

是
に
至
ケ
て
持
門
に
應
じ
、
麟
翻
・日燎
事
議
犠
港
に
入
を
遣
は
し
て
、
人
を
東
西
京
に
観
た
し
む
。
東
師
騒
擾
す
。
議
繰
糾

健
囃
貯約雄Ｖ滉
脈
の、調林魏群摯
摯駄磐講
翻
訳ど枷
球″
岬秘観
弱巖
端
慎莉
暇飩駐嘔鰐
暉Ⅵ餃参
蒔
肘織嬢
れダ毅
瑚̈毎減
酵雄訳揃
奴補
卸数

畿購
』が姉
』ｋ婦親
漱藤
〕磐
』煮恥
き甕難筋
狂敵
れど
瑯動
啜『お
崚が
戦は繊
第
二
十
六
日
壬
成
、
藤
原
純
友
備
前
介
藤
原
子
離
ｏ

播
磨
介
島
田
慨
報
を
執
ス
。
相
辮
難
嚇
請
一
雑
請
』
訳
麒
察
抵
嵐
繊
％
知
く
。
二
十
九
日
乙
丑
、信
濃
に
敷
符
し
て
、
兵
を
委
し

て
携
に
備

へ
し
め
、　
又
東
西
警
固
使
を
機
す
。
是
の
目
諸
術
を
戒
め
、　
三
閥
を
固
く
す
。

用
誹
職
誹
％

是
の
歳
右
衛
門

椛
佐
源
療
響
を
以
て
推
問
東
闘
使
と
篤
す
。
麟
瑠
「
鏡
智
誹
暉
罐
勲
醜
雛
一“曲
い
焼
鶏
％

三
年
庚
子
、
泰
二
月
丁
卯
朔
、
日
之
を
食
す
る
あ
り
。
覇
触
紗
■
死
含
に
は
賊
起
る
と
以
て
殿
に
御
し
た
政
は
ず
。
楽

を
徹
し
ヽ
繭
麟
砲
卦
年。罐
大
騰
薦
意
を
停
む
。
相
駄
犠
罐
従
饗
位
上
藤
原
群
解
を
以
て
東
海
道
蓮
搬
鮭
ど
鳥
し
ヽ
従
五
位
下
小

野
紙
戦
を
東
山
道
追
捕
使
、
お
近
術
少
務
小
野
娩
驚
を
山
陽
道
追
捕
使
と
す
。
細
繁
紀

六
日
壬
申
、
叙
位
を
停
め
、
天

簿
護
大
日
本
史
　
巷
之
三
十
三
　
本
紀
第
二
十
三

畔
寄
詰
言
辮
０
味
諮
求
鉾
ざ
汁
満
佃
§
（
ヽ
ｏ
酬
苓
詰
球
＝
ｏ
鞘
畔
う
か
尋
ざ
Ｌ
ン
飾
理

・
日
飾
絆
湧
（
味
が
τ
綱
０
物
ｙ
ｓ
無
）
。
回
け
回
ゆ
図
咄
総

t

四
四
　
拿
勝
法
　
延
長
三
年
叡
山
の

量
意
が
、
所
雨
の
篤
に
修
せ
し
が

初
に
て
、
佛
頂
寺
を
本
章
と
し
て

一
切
の
事
を
所
ろ
修
法
。
此
の
時

の
護
摩
を
彙
勝
護
摩
と
い
ふ
。

四
五
　
守
　
國
守
の
こ
と
。

四
一（

度

編
家

の
こ
と
。
公

ノ

一
一
Λ
参
照
）

」四七
　
興
世
工
　
干
籍
間
の
謀
主
．

四
八
　
印
鍮
　
国

司
の
正
印
と
備

（
か
ぎ
Ｙ
、

四
九
　
都
●
建
つ
　
今
の
茨
城
　
北

相
馬
郡
メ
奮
守
谷
鐸
の
東
北
に
て

南
北
五
町
東
西
三
町
許
に
守
谷
城

班

（相
馬
城
羅
と
も
い
ふ
　
が
あ

る
の
が
そ
れ
で
あ
ろ
。

五
〇
　
蔭
原
純
友
　
権
中
納
言
長
良

の
曾
孫
　
長
範
の
子
。

一
五
一　
違
鑢
使
　
部
内
の
鮮
悪
の
徒

を
逮
捕
鎮
静
す
る
こ
と
を
掌
る
。

多
く
は
園
司
　
郡
司
の
武
藝
才
幹

あ
る
者
を
撰
び
て
た
に
任
ず
。



を
所
る
。
細
酪
雛
鶴
．
九
日
乙
亥
、
逗
留
進
竣
ざ
る
と
以
て
、
」

一
鶴
Ｔ
丑
、
東
海

・
束
曲
二
道
に
官
箱
し
て
、
勇
士
を
募
る

ｋ
随
ひ
て
之
を
賞
す
。

繊
犠
略

十
三
日
己
卵
、
諸
祗
に
奉

九
壼
乙
酉

参
議
藤
原
忠
文
を
以
て
征
東
大
幕
軍
と
篤
す
。

日
丁
亥
、
参
議
件
保
手
を
遣
は
し
て
、
大
群
奮
に
奉
幣
し

，大
麗
征
法
を
延
暦
寺
に
修
せ
し
な
る
こ
と
二
七
日
。
戦
諜
・

む
ｏ
講
壌
略

二
十
五
日
幸
卵
、
遠
江

・
伊
豆
言
す

『
賊
、
駿

と
ｏ

印
繁
紀

二
月
八
日
甲
辰
、
紫
震
殿
に
御
し
て
、
節
刀

獅
が
は
謗
」
二
十
二
日
戊
午
、
仁
王
含
を
耀
経
腫
躊
が
し
ヽ

日
日
庚
午
、
追
捕
海
賊
使
を
命
ず
。
五
凛
幸
未
、
常
陸
嫁
李

い繭
麟
デ
鱒
聴
魏
解
ほ却
軒
錮
殖
は
哺
蘇
げ
跨
島ヵ
風
乙
す
資
藤
嶋
蛯
節
嘲
γ

不
貞
盛
等
の
功
を
賞
し
て
、
官
欝
を
進
む
る
こ
と
羞
』
つ
。
郷
が
離
誹
年
十
八
日
甲
申
、
藤
原
忠
文
書
す
『藤
原
公
雅
、

岬
］
減
解
『
産
一
ビ
昨
オ
』
『
【
卿
一
一
弾
動
赫
曲
一］
嗜
一
格
門
の
篤
に
競
策
を
奪
は
れ
し
を
以
て
任
を
停
む
。
翻
嚇
ｏ

申縮
湿
群
『
菫
月
十
五
日
庚
辰
、
藤
原
患
文
京
に
還
る
。
二
十

一
日
丙
成
、
開
を
開
き
、
巌
を
解
く
。
六
月
乙
未
朔
、
日
之
を
食
す
る
あ
り
。
秋
八
月
二
十
日
癸
丑
、
石
清
水
以
下
十

計
祗
に
奉
驚
し
て
、
南
海
の
雛
を
不
げ
ん
こ
と
を
所
る
。
」
一
年
「
ほ
御
¨
障
準
中
摯
一
は
響
％
諄
』
榊
』
［
由
鰐
好

千
六
日
己
未
、
讃
岐

。
阿
波
言
す

『
賊
、
讚
岐

，
伊
豫
を
”　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞
日
本
汗
‥
こ

ミ
ｒ
，

路
に
奔
る
」
と
。
鸞
繰
議
寵
ゴ
一十
七
日
庚
申
、
諸
機
の
兵
■
を
徴
徴
し
、
警
個
償
を
分
ち
遣
は
す
。
辮
釧
〓
尾
張
・参
河
・ 為

五
一一　
朱
素
　
轟
篠
懸
富
を
い
ふ
。

朱
紫
は
衣
霧
や
富
印
の
議
の
朱
や

紫
の
色
よ
り
轟
づ
。
高
適
の
議
種

「糠
編
蓋
く
晏
候
、
舞
菫
亦
朱
紫
」

療
澄
易
の
詩
蹂
「鸞
髪
じ
に
牽
白
、

衣
緩
方
に
朱
紫
」
と
あ
る
。
ヌ
漢

書
に

一樹
霰
丞
爾
は
藤
の
官
に
し

て
皆
金
印
朱
綬
」
と
ぁ
る
。

五
一一一　
大
威
徳
法
　
大
威
徳
鍔
王
は

三
篠
六
彎
を
具
し
、
級
鋒
杵
を
執

り
、
印
棒
を
結
び
、
大
白
牛
に
駕

し
、
窓
怒
の
形
相
を
現
は
し
て
ゐ

る
。
此
の
明
王
に
依
つ
て
鶴
賊
降

伏
を
　
す
る
漱
。

五
四
　
南
紳
富
寺
　
金
山
彦
命
を
祭

紳
と
す
。

五
五
　
崚
崎
聞
　
警
聞
縣
興
洋
町
北

方
薩
陀
唾
山
の
南
端
、
海
ｒ
突
出

す
る
所
、
今
の
溝
見
闘
は
是
な
り

と
い
ふ
．

五
六
　
官
符
使
　
大
政
官
符
を
略
し

て
官
符
と
い
ふ
。
官
符
僕
と
は
大

政
官
ャ
（り
諸
国

に
下

し
た
る
使

者
。

五
七
　
綾
総
毅
　
仁
壽
殴
の
東
、
内

宴
妓
女
の
舞
等
を
行
ふ
所
、
又
御

在
所
と
な
り
し
こ
と
も
あ
る
。

五
Λ
　
干
貞
盛
　
常
睦
大
法
國
香
の

子
。
常
陸
大
橡
と
な
り
、
出
で
て

綺
門
を
討
伐
し
た
。

五
九
　
藤
隠
秀
郷
　
左
大
臣
魚
名
の

後
、
村
雄
の
子
、
圏
原
藤
太
と
纏

す
。

六
〇
　
旬
宴
　
尾
初
に
臣
下
に
御
酒

を
場
ひ
、政
事
を
き
こ
じ
め
す
式
。

も
と
は
毎
月
期
に
行
は
れ
し
が
、

後
に
は
夏
　
各
の
二
季
、
及
び
十

一
月
各
至
に
営
れ
る
時
に
の
み
行

ふ
。



量

驚

鷲

難

蓬

艤
艤
鸞
鐵
蝙

癬

〓
■

鷺

隆

辣

艤

磯

饉

警

菫

Ｉ

咄
寄
齢
肩
牌
０
味
満
蒲
映
ざ
汁
嚇
＝
ゞ
み
ヽ
。
酬
寄
繭
球
柵
０
鞘
騨
湧
針
ｑ
ざ
■
ノ
嚇
期

．
日
前
＝
沈
（
鴨
針
τ
締
０
ウ
伊
一
熙
）
。
回
日
回
が
図
珊
職

遠
江
、各
，
十
戸
及
び
伊
勢
難
精
構
を
大
稗
官
に
奉
う
て
、
賊
の
不
ぎ
し
に
奏
す
。

議
躁
略

二
十
八
日
辛
酉
、
伊
勢
已
下

の
諸
祗
に
奉
幣
し
、
一
一十
五
戸
を
石
清
水
に
加
封
す
。
壬
成
晦
、始
め
て
五
壇
法
と
を
暦
寺
に
、
大
元
法
を
法
琳
寺
淀
修

す
。
曲
跡
紀
是
の
月
、
風
雨
。
穀
登
ら
ず
、
民
庶
大
に
飢
う
。
講
犠
略
九
月
二
綺
乙
丑
、
石
溝
水

。
賀
茂
上
下
の
祗
に
奉

幣
す
。
講
踏
十
二
日
甲
成
、
狐
内
聰
機
の
鍵
題
純
微
み
て
去
る
。
十
五
日
丁
丑
、
雉
ダ
話
．厳
グ
ポ
壇
に
入
る
。
十
七
日
己

ひ
の
く
ま
の
く
に
か

ヽ
す
↑
■
ハ
）

卯
、
日
前
闘
懸
の
薄
殿
の
戸
鳴
る
。
各
十
月
七
日
己
亥
、
菊
花
宴
。
二
十
二
日
甲
寅
、
安
藝

ｏ
周
防
言
す
、『
純
友
、
大

宰
府
を
略
る
』
と
。
二
十
七
日
己
未
、
相
模
言
す
、『
闘
分
轟
　
ぢ
〓
で
３
Ｃ

す
。
定
額
寺
の
佛
像
汗
出
づ
」
と
。
十

一
月
七
日
茂
辰
、
周

防
言
す

『
賊
、
鋳
錢
司
を
焚
く
』
と
。
印
跡
紀

二
十

一
日
壬
午
、
ビ
瞬
門
天
の
議
健
灘
を
使
書
の
神
宮
寺
に
修
す
る
こ

と
二
七
鶴
。
轟
鐘
鶴
諭
・．帝
十
二
月
七
日
戊
成
、
大
雲
、
深
さ
三
尺
。
十
九
日
庚
成
、
土
左
言
す

『
賊
、
だ
グ
郡
を
焚
く
』

と
。
動
跡
紀
是
の
月
、
議
雲
縛
ぽ
郡
の
黒
島
沿
漫
す
。
精
絆
躇
右
衛
円
穣
佐
源
俊
等
が
官
を
復
す
。
講
鼈
日

国
４
辛
丑
、
春
二
月
、
客
星
西
方
に
見
な
れ
、
光
、
自
虹
の
如
く
、
月
を
経
て
没
す
。
議
躁
略
夏
五
月
十
九
日
戊
安
、

征
南
海
賊
使
小
野
好
古
奏
す

『
賊
、
太
宰
府
を
義
掠
す
」
と
。
参
議
藤
原
忠
文
を
以
て
征
西
大
驀
軍
と
篤
し
、
之
を
討
た

し
む
。
六
月
二
十
四
Ｅ
癸
丑
、
近
江

・
美
濃

。
伊
勢
の
兵
を
右
近
馬
場
に
関
す
。
秋
七
月
七
日
乙
丑
、
是
よ
う
先
、
伊

一
祠

詢

霧

削

雉

鞣

必

≦

絣

＃
鰊

掏

評

［
弘

岬

群

延
暦
寺

・
東
西
二
寺
に
讃
座
し
て
、
雨
を
所
う
、
諸
闘
に
官
符
し
て
、
年
穀
を
所
ら
し
む
。
鈍
「
八
月
七
日
甲
午
、
講
暉

激
押
時
〓
酢
“
請
峰
野
支
小
野
競
驚
京
に
還
る
。
期
跡
職
誹
。．
九
日
丙
申
、使
を
造
は
し
て
幣
畠
を
石
清
水
・賀
茂
に
奉
ら
し
め
、

純
友
の
餘
薫
を
不
げ
ん
乙
と
を
所
る
０
九
月
六
日
癸
亥
、追
討
凶
賊
使
源
紅
基
、賊
魁
桑
原
生
行
を
獲
た
う
。
十
五
日
壬

申
、
大
事
府
野
を
馳
せ
て
、
賊
鶴
を
奏
す
。

十
九
日
丙
子
、
備
前
鐸
を
馳
せ
て
奏
す

『
賊
藤
原
文
元
。
三
善
文
公
等

飢
を
作
す
』
と
。
二
十
二
自
己
卵
、
播
磨
職
を
馳
せ
て
奏
す

「
三
善
文
公
を
獲
た
う
」
と
。
針
驚
目

二
十
五
日
垂
年
、

臆
ぽ
の
制
を
定
む
。
粋
嬬
明
記
。
各
十
月
二
十
六
同
手
子
、
健
馬
賊
藤
原
文
元
等
が
首
を
京
師
に
偉
ス
“
務
驚
日
丙
辰
晦
、

響
誰
大
日
本
真
　
巻
之
三
十
三
　
本
織
第
二
十
二

六

一　
壌
蔵
　
（
一
ノ
四
五
七
参
照
）

ュ全
一　
法
琳
寺
　
曲
城
菌
芋
治
郡
小

栗
機
に
あ
り
。
大
元
帥
法
を
此
に

修
し
た
が
、
後
猿
篠
治
部
省
Ｌ
て

行
ひ
、
韓
廷
の
大
會
と
な
つ
た
。

六
一一一　
内
印
構
　
内
印
と
は
俗
に
御

證
印
と
い
ひ
、
文
に
天
皇
御
璽
の

四
字
を
書
し
、
五
位
以
上
の
位
記

並
に
諸
国
に
下
す
公
文
に
印
す
。

鍾
は
印
を
納
む
る
箱
。

六
藝
　
錢
匙
　
鍵
（
か
ぎ
）
の
こ
と
。

通
鑑
の
議
に

一‐鑢
は
闘
社
な
り
】

今
之
を
鎖
匙
と
い
ふ
」
と
あ
る
。

六
五
　
外
記
局
　
大
政
官
の
外
記
の

出
仕
す
る
騰
、
外
記
藤
に
同
じ
。

大
内
裏
建
春
間
の
東
に
あ
る
パ

一

ノ
四
二
四
参
照

）

二全
（
　
日
前
国
懸
　
紀
伊
図
海
草
郡

宮
村
秋
爵
―こ
あ
り
ｏ
官
幣
大
祗
〉

二
祗

一
鏡
に
存
す
Ｊ
日
前
紳
粒
は

天
藤
天
照
大
紳
の
御
雲
詢
矛
を
祀

り
、
国
懸
紳
難
は
大
紳
の
前
の
御

鍾
日
鏡
を
祀
ろ
。
之
を
記
伊
露
大

紳
と
い
ふ
。

六
七
　
定
額
寺
　
敷
麟
寺
の
こ
と
っ

（
一
ノ
二
九
七
参
照
）

六
八
　
藤
原
忘
文
　
左
大
巨
繕
鋼
の

會
孫
、
参
議
枝
良
の
子
．

六
九
　
小
野
好
古
　
太
宰
大
気
裏
弦

の
子
．



諾
議
大
日
本
史
　
蕎
之
二
十
三
　
本
紀
第
二
十
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

大
政
大
臣
忠
平
擬
政
を
罷
む
。
紛
寵
卸
雛
管．製
鮮
峠
撃
卜
『
鞭
畔
と
藤
警

十

一
月
八
日
甲
子
、
忠
李
を
以
て
開
自
と
篤
す
。

約鹸翻哺離難雛操導
鐘彙試
撫
粋
罫
耕磯
鵬嗅ぽ
∞『
二
十
九
日
乙
画
、
太
宰
府
餃
ぽ
は
儀
抵
嬢
及
び
桑
原
獄
律
の
首
を
京
師

に
惇
ス
。
議
筆
費
十
二
月
二
十
九
日
甲
寅
、
天
下
に
大
赦
す
。
翻
跡
紀
是
の
歳
、
豊
稔
。
講
躁
略

五
年
壬
寅
、
春
二
月
十
四
目
戊
辰
、
公
卿
大
夫
、
内
外
五
位
以
上
の
官
長
、
秀
オ
Ｌ
嘱
ぶ
為
震
の
儒
生
に
認
し
て
、

各
．
銃
難
を
上
う
、
時
政
の
得
大
を
陳
べ
し
む
。
曲
『
紀

十
六
瞑
庚
午
、
地
震
び
、
十
七
日
辛
未
、
数
．
震
ひ
、
十
八
目

壬
申
、
ス
震
ふ
。
十
九
百
癸
西
、
狐
有
う
、
殿
に
登
る
。
間
二
月
十
八
日
辛
丑
、
地
震
ふ
。
誹
「
日
夏
四
月
八
日
幸
酉
、

識
藤
祠
大
中
雛
正
直
、陰
鳥
を
献
ず
。
］
繁
紀
九
日
壬
成
、
使
を
遣
は
し
て
東
西
京
の
餞
餓
疫
疾
者
に
錢
を
給
す
。
誹
鼈
日

十
四
鷹
丁
卵
、
幹
竜
節
羹
難
蠣
硼
林
講
準
罐
森
『
。
幣
畠

・
紳
賓
を
大
群
官
に
奉
る
。
調
の本
前
研
ゲ
珈
崚
療
緋
『

一
日

一十
七
目
庚
辰
、

宇
佐

。
番
維
に
奉
幣
す
。
脚
跡
畿
始
め
て
石
満
水
の
臨
時
会
を
修
す
。
鏃
議
番
瀧
″
姑
鶴
砂
年，こ
朝
和
襲
諄
ゴ

一十
九
日
壬
午
、
賀

茂
祗
に
幸
し
た
ま
ひ
、
神
賣

・
走
馬
を
奉
ぅ
て
、
賊
の
平
ざ
し
に
賽
す
。
導
書
艶
叫
ｒ
“
議
げ
斥
議
舞
鯖
杜
群
靭
郡
賀
茂
の

行
華
此
に
始
ま
る
。
翻
雛
鍵
機
経
獅
舞
り
．
五
月
十
六
日
己
亥
、深
紅
色
の
禁
を
申
巌
す
。
六
月
二
十

一
日
癸
酉
、ぁ頼
蹴
だ
が

馬
を
祗
圃
祗
に
奉
う
て
、
観
の
不
ざ
し
に
養
す
。
”
五一
験
導
醜
“
℃
一秋
八
月
十

一
日
壬
成
、大
風
屋
を
数
き
、樹
を
抜
く
。

九
月
入
甕
己
丑
、宣
陽
殿
に
馨
有
夕
、物
の
痙
つ
る
が
如
し
。
醸
跡
紀
参
十

一
月
五
日
乙
酉
、
大
紳
官
に
奉
幣
す
。

動
，本
醜

鑢
。
十
五
日
乙
未
、
鶴
雲
言
す

『
新
羅
の
舟
七
愛
、
隠
岐
に
至
る
」
と
。
啜
繁
絶

六
年
癸
卯
、
春
二
月
四
日
壬
午
、
太
宰
府
言
す

『
壼
岐
島
の
牡
牛
、
額
を
生
む
。
二
尾

・
八
足
な
う
』
と
。
十
二
日

庚
寅
、
穀
倉
院
人
く
。
十
五
日
癸
濃
、
京
師
、
訛
言
を
以
て
、
齋
居
す
る
も
の
多
し
。
購
跡
紀
是
の
春
、
竹
露
る
。
難
暑

爾
。
夏
四
月
戊
申
朔
、
日
之
を
食
す
る
あ
う
。

醐
鉢
諏
鶴
。
二
十
日
丁
卵
、
孔
雀
経
法
を
禁
内
に
修
す
。
融
簾
践
者
二
十
二

日
己
巳
、官
醸
に
物
有
う
、
自
色
に
し
て
踊
う
且
つ
鳴
く
。
二
月
戊
寅
朔
、地
震
ス
。
十
七
日
甲
午
、
百
信
を
し
て
大
極
殿

意

し
め
て
雨
を
所
に

一棄

影

槃

境

μ
競
を
追
復
す
。
相
辮
娘
糾
。．
丙
午
晦
、
蹴

祗
に
奉
幣
し
て
、
年
穀
を
所
う
、
的
跳
軸

動
を
温
町
展
に
親
た
曖
ふ
。
類霧
議
訳調

七
〇
　
秀
才
　
金
制
に
て
は
貢
撃
の

人
の
省
試
轟
及
第
し
た
る
　
の
を

云
ひ
し
が
、
後
に
は
文
章
得
業
生

を
い
ふ
。

七

一　
明
経
　
同
じ
く
明
超
印
ち
経

書
の
省
試
に
及
第
し
た
も
の
。

七
二
　
封
事

密

封

し

て
■
る
上

書
．

七
一一一　
東
遊
　
東
舞
と
い
ふ
。
我
因

東
国
の
風
俗
歌
に
合
せ
て
舞
ふ
。

改
に
名
づ
く
。

七
醸
　
齋
居
　
齋
は
職
清
醸
の
義
、

懺
罪
の
議
、
齋
居
は
も
の
い
み
し

て
家
居
す
る
こ
と
。

七
五
　
慶
大
后
　
名
は
高
子
、
藤
原

長
良
の
女
。
清
和
天
皇
の
后
と
な

り
、
陽
成
天
皇
を
生
む
。
宇
多
天

皇
覧
十
八
年
皇
太
后
を
停
餃
せ
ら

る
。
絶
略
に
事
秘
し
て
知
ら
れ
ず

と
あ
る
。

七
六
　
温
明
殿
　
綾
綺
殴
の
東
、
宣

陽
門
の
内
に
あ
る
。
温
明
殿
の
賢

所
は
天
照
大
蒻
の
御
熊
代
と
し
て

模
造
の
諄
鏡
を
奉
安
す
る
所
。



報機断』数
「́五
轟
鍵
を
修
す
。
魏知是
の
夏
、
早
疫
。
徹特理者

二
十
六
日
養
寅
、
兵
部
卿
元
良
親
王
莞
ず
。
八
月
二
日
戊
申
、

朝峰
硫

七
年
甲
辰
、
春
正
月
二
十
八
日
辛
丑
、
詔
し
て
意
見
を
上
ら
し
む
。
二
月
六
日
己
酉
、
盗
美
濃
介
橘
遠
保
を
殺
す
。

」
林
紀
夏
四
月
九
日
幸
亥
、
大
納
言
藤
原
驚
焼
を
以
て
右
大
臣
と
鳥
す
。
怒
棚
獅
魏
嚇
議
跡
紀
二
十
二
日
甲
子
、
皇
弟
麟
嘘
霧

王
を
立
て
ヽ
皇
太
弟
と
鶯
し
、
翔
赫
轍
話
ｏ．
左
大
臣
藤
原
儀
鷲
を
以
て
偉
と
篤
す
。
後
『
機
秋
七
月
二
十
日
庚
寅
、
物
蟻
有

う
、北
野
よ
う
起
る
。
九
月
庚
午
朔
、
日
之
を
食
す
る
有
う
。
動
跡
紀
是
の
日
、
左
近
衛
府
人
く
。
針
『
二
日
辛
未
、
天
下

大
風
。
統
凛
獅
硫
｝
妙
峨
鯖
％
ゝ

嚇
帯
紐
に
嘲
後
臨
℃
ど

京
師
公
私
の
魔
合
多
く
壊
れ
、
翔
難
腕
誹
。．
信
濃
の
関
鷹
壊
れ
、
議
躁
略

守
紀
亀
鍵
慶
死
す
。
知
諄
鞭
機
。．
十

一
日
庚
辰
、
大
雨
あ
う
、
河
溢
る
。
嶼
味
紀
是
の
月
、
十
五
大
寺
及
び
魯
健
の
諸
寺
を

し
て
、
般
若
紅
を
轄
讃
せ
し
め
て
晴
を
所
る
。
鐵
『
各
十
月
六
日
乙
巳
、群
狐
有
夕
、左
近
術
の
陣
に
入
る
。
鵬
跡
紀
十

一

月
九
駐
戊
寅
、
睡
経
懺
獲
親
王
嘉
ず
。

一日鉢
魏
誹
。・

八
年
乙
巳
、
藩
二
月
、
天
皇
不
豫
。
夏
二
月
二
十
日
乙
卯
．
識
誦
を
七
寺
に
修
せ
し
め
て
之
を
藤
る
。
無
跡
紀

秋
七

月
二
十
六
日
庚
申
、
太
宰
府
言
す
、
『
呉
越
の
人

一
百
人
肥
前
松
浦
部
橋
島
に
著
く
」
と
。
是
よ
う
先
、
民
間
訛
言
す
、

「
志
多
羅
神
京
に
入
る
」
と
。
是
に
至
う
て
人
民
数
百
、
紳
輿
を
奉
じ
て
撮
津
瞥
競
郡
に
倒
う
ヽ
歌
舞
し
て
霊
ぽ
徹
す
。

誹
短
目
二
十
七
日
幸
酉
、
大
肝
雨
。
議
踏
八
月
二
日
丙
寅
、
石
清
水
祭
車襲
繊
等
言
す

『
隷
輿
あ
う
、
握
津
摯
罵
郡
よ
う

至
う
、
庶
民
、
幣
轟
を
泰
じ
、
歌
舞
酔
鰐
す
る
も
の
数
千
萬
入
』
と
。
諄
鼈
目

五
日
戊
辰
、
露
参
駆
″
建
秘
雛
ぼ
人
馬

の
聾
有
う
。
十
日
癸
酉
、馬
の
跡
、鬼
物
の
跡
、紫
裳
殿
の
庭
に
見
ゆ
。
貼
幹
電
九
月
甲
午
朔
、
左
大
臣
策
皇
太
弟
偉
左
近

衛
大
辮
藤
原
伸
平
罷
む
ｏ
五
日
成
成
、
前
左
大
臣
藤
原
仲
李
尭
ず
。
」
柳
嫡
証
聯
譲
繁
紀
各
十
月
癸
巳
晦
、
最
勝
王
紅
島
護

を
石
清
水
に
修
し
、
往
年
の
賊
の
手
ぎ
し
に
養
す
ｏ
醐
跡
絶
二
十
九
日
壬
辰
、
徐
議
す
。
十

一
月
甲
午
朔
、
鶏
麺
に
続
驚

す
る
を
以
て
殿
掟
御
し
た
政
は
ず
ｏ
跡
『
日
二
十
五
鷹
茂
午
、
若
大
臣
策
右
近
衛
大
路
藤
原
貸
頼
左
近
衛
大
路
に
韓
じ
、

澤
護
大
日
本
真
　
巻
之
三
十
二
　
本
継
第
二
十
二

畔
苓
淋
再
肘
Ｑ
叶
繭
蒲
い
ざ
汁
淋
佃
Ｓ
（
ヽ
。
咄
奈
詰
峨
＝
０
騨
騨
悦
針
再
ざ
弓
ノ
赫
掛

．
温
爾
柵
湧
（
鴨
ら
，
飾
０
ウ
Ｓ
ｓ
熙
ヽ
。
回
日
回
が
国
咄
論

秋
七
月
九
菫
乙
百
、
十

一
祗
に
奉
幣
し
て
雨
を
所
る
。

大
神
宮
に
奉
警
し
て
、太
宰
府
四
玉
寺
の
鳴
動
を
譲
ふ
。

七
七
　
五
龍
祭
　
一雨
乞
の
祭
を
い

ふ
。
新
り
の
法
は
識
人
等
を
し
て

紳
泉
苑
を
醸
は
じ
む
。
議
八
印
ち

人
夫
を
卒
ゐ
、
池
邊
の
石
に
水
を

懸
ぎ
、

一
同
高
態
に
雨
た
べ
海
龍

王
と
唱
ふ
ｏ
七
日
に
し
て
論
な
き

時
ほ
蔵
人
を
替
ふ
。
此
の
外
陰
陽

師
五
龍
祭
を
行
ひ
、
譴
穴
御
譲
纏

な
ど
し
て
所
雨
す
る
法
も
あ
る
。

（
一
ノ
四
四
四
参
照
）

七轟蹴難酢わ鵠時ら雄畷初網琴

「̈嘩一『中蟻瘍一幸一一鞭帥

内
供
・
阿
書
梨
の
三
富
を
病
東
〓

綱
と
い
つ
た
事
も
あ
る
。（
一
ノ
一

二
五
参
照
）

品
知鏡蟄
絣
翁
錮

八
一　
建
秋
門
　
書
」し
建
蘇
間
の
誤

な
ら

ん
。
古
今
著
間
不
文

に
は

一
八
月
五
局
の
夜
、
宣
陽
建
秋
雨

門
の
間
に
馬
二
蔦
ば
か
り
の
青
し

け
り
」
と
あ
る
）

Λ
二
　
長
講
　
時
書
を
限
ら
ず
、
長

日

一
定
の
趣
典
を
譲
議
す
る
を
い

ふ
。
八甦學黙罐試飲型騎い釧Ｐな輝

る
も
の
を
貢
拳
と
い
ひ
、
既
に
撃

策級輸彫珠凱紅鐘卸糊設籟罐

之
を
省
試
と
い
ふ
ｏ

八
西
　
暦
奏
　
毎
年
十

一
塔

一
日
、

中
務
省
よ
り
鯛
年
の
暦
を
奏
上
す

る
こ
と
を
い
ふ
。
彙
の
時
は
天
皇

南
殴
に
出
御
鶴
資
ぜ
ら
ち
ゝ
の
で

あ
る
。

ｒ
ｉ

亀

蟷

颯

颯

颯



課
護
大
日
本
爽
　
審
之
二
十
菫
　
本
紀
第
二
十
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

大
納
言
藤
原
続
堀
右
近
衛
大
静
を
策
漁
。
松
翻
輔
雛
・．
十
二
月
七
日
己
邑
、
天
災
を
以
て
徒
罪
以
下
を
だ
す
。
』
躊
紀

九
年
丙
午
、
春
亜
月
二
十

一
日
癸
丑
、
内
宴
を
停
む
。　
二
月
壬
茂
朔
、　
日
之
を
食
す
る
宥
う
。

八
日
己
巳
、　
地
震

ふ
。
二
十
五
日
丙
成
、
大
風
。
購
黙
紀
夏
四
月
二
十
日
庚
辰
、
天
皇
位
を
皇
太
弟
に
譲
う
、
郷
麟
譲
番
経
漱
麟
犠
講
．ヽ
観
妙
卿
従

略
と．騒靖鬱扶．蒙囃議疇
一罐酵譲鵜
）一纏鋳臨抄
↑憾氷腋■
二
謙
譲
し
て
大
上
天
皇
の
奪
機
を
受
け
た
ま
は
ず
。
村
上
警
翻
く
請

ふ
。
乃
ち
之
を
導
さ
れ
、
徒
夕
て
朱
雀
院
に
居
し
、
数
，
嵯
峨

・
離
動

。
大
井
河

・
字
治

。
東
山
に
幸
し
、
芹
河
野
・栗

限
ジ
に
遷
籠
し
た
政
ス
。
或
は
文
人
を
召
し
て
、
詩
酒
歓
娯
し
、
或
は
別
官
に
御
し
て
、
騎
射
を
盤
た
ま
ふ
。
囃
繁
紀
規

麟
警
年
二
月
、篠
年
の
兵
革
に
入
多
く
死
亡
せ
る
を
以
て
、佛
を
結
き
、経
を
篤
し
ヽ
料
嘲
文
千
僣
供
を
延
暦
寺
に
修
せ
ら

る
。
二
年
八
月
、
東
二
條
院
に
徒
う
た
浚
ふ
。
三
年
四
月
、
又
千
信
供
と
興
爾
寺
に
修
せ
ら
れ
、
十

一
月
復
た
朱
雀
院
に

徒
う
、
嚇
繁
紀
六
年
二
月
薙
髪
し
た
ま
ふ
。
躙
悧
特
難
』
謝
く
畑
飾
熱
請
唯
系
法
名
は
続
け
議
ヽ
議
蝶
鶴
続
≫
歌
鶴
裏
四
月
鏡
絆
響
対

院
に
遷
う
、
評
跡
王
八
月
十
五
日
戊
戊
崩
じ
た
域
ふ
。
年
二
十
。
な
輸
籟
諄
ヽ
遺
認
し
て
、葬
司
を
任
じ
、曲
陵
を
起
す
こ
と

に
、
嗣
帝
大
行
天
皇
の
子
に
あ
ら
ざ
れ
ば
則
ち
赦
せ
ず
。
是
の
時
、
特
に
文
献

を
停
む
。
教蟻齢
魂げ
遮
哺
帰
難
残
故
事

為
礎
の
例
を
用
い
て
、
天
下
に
大
赦
す
。
諄『
ェ嶽
態
護
叫
ポ
野
に
火
葬
し
、
歎穀躍躊
ｏ．舞難孵畿ぽ囃郵
器癬
む雌
は側
”Ъ儲

誕鰤啓競
静̈薦
は催́
蹴性
御
骨
を
後
山
隆
匿
の
側
に
蔵
む
、
一帝健
縣調
懸
鏃難
畿“闘
忌
を
置
き
ぽヽ
薩
に
列
せ
ず
。
は機麟碗ゲ

耐鍵
』難́
鶴
朱
雀
院
と
稗
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‥
ｉ
う

天
皇
、
政
寛
仁
を
貧
ぶ
。
議
者
以
馬
ら
く

『
寛
に
過
ぐ
』
と
。
藤
原
忠
手
、
嘗
て
従
容
と
し
て
泰
聞
す
。
天
皇
個
く

『
険
、
之
を
先
帝
に
聞
く
。
公
の
先
人
嘗
て
言
ふ
、
政
は
琴
を
張
る
が
如
く
、
大
絃
急
な
れ
ば
則
ち
小
絃
を
維
つ
と
。

後
、
著
し
雛
急
な
ら
ば
、
下
民
何
ぞ
壌
へ
ん
鑢
と
。
謝
跡

一〓

■

●
〓
〓
●
一
〓
一●
職
鐵
〓
鑽
菫
■

●
一

八
五
　
興
一艤
寺
　
我
国
法
相
宗
大
本

「
‐
‐

山
、
奈
良
市
の
中
央
．
山
科
寺
叉
　
一

厩
坂
寺
と
も
い
ふ
。
藤
原
鎌
足
が

出
科
に
草
創
し
、
不
比
等
今
の
地

に
移
し
て
興
一藤
寺
と
数

糠

さ
れ

た
。

八
六
　
傷
黎
寺
本
院
　
山
城
轟
野
郡

花
額
村
鶴
策
、
出
競
は
大
内
山
っ

世
に
御
室
Ｌ
総
す
。
こ
の
本
院
の

外
に
子
院
六
十
あ
る
。

八
七
　
大
行
天
皇
　
天
争
崩
御
し
て

未
だ
識
を
上
ら
ぎ
る
書
の
稀
パ

一

ノ

一
二
七
参
照
）

八
八
　
文
献
太
子
　
名
ほ
薇
銹
、
醍

醐
大
塁
の
子
。
延
喜
四
年
、
皇
太

子
と
篤
り
、
延
長
元
年
二
月
亮
ず
。

譲
し
て
文
献
大
彦
命
と
日
ふ
。

入
九
　
索
定
寺
　
曲
城
爾
愛
宕
郡
洛

東
に
あ
る
。
政
は
い
ふ
、
寺
妊
は

昆
沙
関
谷
に
あ
り
た
り
と
。

九
〇
　
後
山
階
陵
　
一示
都
府
宇
治
郡

醍
繭
村
醍
醐
字
御
稜
東
裏
．

〔備
考
〕

第
六
十

一
代
朱
雀
天
皇
在

位
十
六
年
。
印
位
の
元
年
は
後
唐

の
明
宗
長
果
二
年
、
西
紀
九
菫

一

年
。
契
丹
の
勢
力
漸
く
盛
な
り
。

藤Ｍな難
燎織な驚
年
一一
・一・〓Ｆ
・



巻
之
三
十
四

本
紀
第
二
十
四

村

上

天

皇

親
駕
天
皇
、
諄
は
魔
嘘
、
醍
醐
帝
の
第
十
四
子
な
う
。「林腕埓ュ
黙
ぽ
冴
続嗽鍵魏静歌畷ぽ“蹴議糾鐙紐罐購崚篭朱
雀
帝

の
同
母
弟
な
う
。
延
長
四
年
六
月
二
目
丁
亥
、樹
摯
ガ
ぽご
る
。
知鉢知略
。十
一月
親
王
と
篤
る
。
承
李
二
年
二
月
、始

め
て
書
を
讀
む
。
畑麟難謗ヽ
飛
ぶ
Ｐ
年
二
月
、纏
紅
餃
覆
冠
し
ヽ
謳麻魏叫
る．歎毅襲議
‐こ．燿導鴇鋤競智舞喘醐鷺服枷鰐難Ｐ
一一品

に
叙
す
ｏ
譲
。本軸
締
王．譴
鴇

五
年
十
二
月
、
上
野
大
守
に
葬
し
、
六
年
十
二
月
、
太
宰
帥
と
篤
う
、
七
年
四
月
、
立
ち
て

皇
太
弟
と
篤
う
、
鋼
・本動
鶴
件
は
譲
壌
九
年
四
月
二
十
日
庚
辰
、
薄
れ
だ
な
藤
越
．野
け
た
ま
ス
。

鋼
籍
観
解
ち
騰
餞
腕
が
漱
齢
譲
踏

二
十
二
日
壬
午
、遷
う
て
綾
綺
殿
に
御
し
た
ま
ふ
。
聾
勒
鋼
峰
訓
磯
雫

聞
白
太
政
大
臣
忠
李
・右
大
に
飛
左
近
術
大
警
藤
原

難
締

¨
大
納
言
策
右
近
衛
大
難
藤
原
舵
輛
ヽ
並
に
故
の
如
し
。
松
『
補

一
一十
六
日
丙
成
、
朱
雀
帝
を
奪
び
て
大
上
天
皇

と
日
ひ
、
皇
太
清
を
奪
び
て
大
皇
太
后
と
日
ふ
。
範
岬
薙
岨
灯
詠

二
十
八
日
戊
子
、
天
皇
位
に
大
極
殿
に
部
き
た
ま
ス
。

時
に
年
二
十

一
。
識
爆
糾
鑢
菱
静
■
要
二
月
二
十
七
日
丙
辰
、妃
藤
原
郷
子
を
以
て
女
御
と
篤
し
、欧
畷
嬢
増
一お
と一駄
理
寵
に
鶏
ギ

内
親
工
を
卜
定
し
て
齋
官
と
篤
す
。
評
鷺
要
六
月
二
十

一
日
庚
辰
、天
皇
始
め
て
紫
震
殿
に
御
し
て
、官
奏
を
醜
た
ま
ふ
。

相
館
爾
年
調
％

二
十
三
日
壬
午
、
阿
渡
言
す
「
甘
露
降
る
」
と
。
曜
経
謝
篭
秋
七
月
十
日
戊
成
、
上
皇
遷
う
て
朱
雀
院
に
居
た

ま
ふ
。
八
月
十
七
日
乙
亥
、
朱
雀
院
に
朝
す
。
知
勧
詢
躊
の
九
月
三
日
庚
寅
、
織
を
以
て
鶴
奮
を
停
む
。
印
魏
観
跳
各
十
月

二
十
八
日
乙
西
、御
縫
。
年一無
孵
識
％
皇
十

一
月
十
六
日
癸
卯
、
大
嘗
。
材
趣
輸
。年
嬬
熟
』
識
疇
臨
炒
多
続
［
電
済
靴
導
嫌
シ
↑
論
ピ
Ю
躍

十
二
月
二
十
六
Ｈ
壬
午
、
藤
原
選
チ
を
以
て
女
御
と
篤
す
。
臥
麟
理
耀
ザ
Ю
と一献
堰
知

天
暦
元
年
丁
未
、
春
正
月
四
日
庚
寅
、
乗
雀
院
に
朝
す
。
団
林
腕
尋
軒
雛
鶴
議
警
七
――
癸
巳
、
叙
位
と
停
む
。
十
四
簿
庚

子
、
塞
中
Ｌ
弊
あ
う
、
書
の
如
し
。
二
十
七
日
癸
丑
、
客
星
、
両
方
に
見
は
る
。
二
月
三
日
己
未
、鹿
宥
う
、右
馬
寮
に

課
議
大
日
本
武
　
巻
之
三
十
四
　
本
紀
第
二
十
菫

咄
寄
鋪
百
牌
０
味
淋
蒲
叫
ざ
汁
淋
佃
Ｓ
ａ
，
。
酬
寄
蒲
蝋
絆
０
鞘
畔
湧
゛
ｑ
ざ
弓
′
嚇
則

・
ヨ
珈
洲
サ
ａ
槃
針
，
並
０
沈
い
０
熙
ヽ
。
画
＝
回
ゆ
図
珊
論

一　
桂
芳
坊
　
大
内
饉
朔
干
門
内
の

東
方
、
鷲
時
中
宮
の
御
壺
所
に
て

裏
太
子
の
寓
で
あ
る
。

一
一　
冠
，一，
　
元
臓
男
子
始
め
て
頭
首

に
冠
を
加
へ
、大
人
の
臓
を
青
け
、

成
人
と
な
る
趙
を
い
ふ
。
皇
太
子

の
儀
式
に
は
加
冠
・理
髪
・能
冠
い

づ
れ
も
崇
重
な
餞
式
ケ
用
ふ
。

〓
一　
承
香
殿
　
大
内
経

の

一
般

に

て
、
仁
難
殴
の
北
に
あ
り
、
内
宴

御
遊
を
多
く
行
は
る
。


